

































































吉 野 　 孝＊
────────────────────────────────────────────────────────────
＊　早稲田大学政治経済学術院教授












































































































































クリントンが大統領に当選した 1993 年から 2000
年まで 8年間，ファーストレディーでした。2001
年から 2009 年まで 8 年間，彼女はニューヨーク
州選出上院議員をつとめました。その後，2009
年から 2013 年まで 4 年間，オバマ政権第 1期で
国務長官をつとめました。要するに，彼女は






































トランプではない 32％ クリントンではない 33％
経験・実行力 32％ アウトサイダー・変化 27％
争点・政策立場 22％ 争点・政策立場 26％
気性・パーソナリティ 12％ 本音を言う・パーソナリティ 19％








































































ドナルド・トランプ 304 票 56.5％ 6,298 万票 45.95％
ヒラリー・クリントン 227 票 42.2％ 6,584 万票 48.04％
合計 538 票 100.0％ 13,705 万票 100.00％
注） 州に配分される選挙人の数は，当該州から選出される連邦上院議員数と連邦下院議員数の合
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ティー運動の支持者と貧困白人労働者から支持を
受け，民主党ではバーニー・サンダースがウォー
ルストリート占拠運動の支持層やアメリカの将来
に不安をもつ若者から支持を獲得しました。
　このように長期的に政治経済を分析すると，
1970 年代後半以降，産業の空洞化，雇用の喪失，
経済的不平等の拡大が起こり，政府がこれらの問
題を解決しようとしなかったことに対して，アメ
リカの選挙民の多くが大きな不満を抱いていたこ
とが分かります。したがって，「アメリカ第一」
を掲げるトランプのような候補者が出現し，選挙
民の多くから強い支持を受けたとしても決して不
思議ではありません。
3.　多面的分析の必要性
　これまでの話から 2つの結論を引き出すことが
できるでしょう。第 1の結論は，政治現象を理解
するためには，やはり多面的な分析が必要である
という点です。人物・パーソナリティ分析だけで
は不十分です。単一選挙の分析だけでもやはり不
十分です。結局，長期的な政治経済を分析して初
めて，メディア効果，クリントン候補の人気のな
さ，選挙人票という特殊な選挙制度に助けられつ
つも，政治経験がなく，短期的な利潤を求めて駆
け引きを得意とし，厄介なパーソナリティをもつ
トランプに強い支持が集まった背後には，アメリ
カ政治に対する選挙民の大きな不満─産業の空洞
化，雇用の喪失，不平等の拡大─が存在したこと
が明らかになりました。
　第 2の結論は，このような分析をつうじて初め
て，第 2の問い─もしその政治現象に深刻な問題
がともなうとするなら，どのようにしたらその問
題を解決することができるのか─への解答を引き
出すことができるという点です。人物・パーソナ
リティ分析から，トランプ大統領個人に大きな問
題があることが判明したものの，大統領を交代さ
せるだけではアメリカにおける政治不満を解決に
はつながりません。選挙分析から，メディア効果，
クリントン候補の人気のなさ，選挙人票という特
殊な制挙制度によりトランプが大統領選挙に勝利
したことが明らかになったものの，これらの要因
と政治不満は直接的に関係しません。結局，ネオ
リベラル政策を見直し，経済的不平等を是正しな
い限り，政治不満は解消されず，第 2，第 3のト
ランプが出現することになります。
　さて，このような政治分析の重要性を強調する
のは，現在はフェイクニュースの時代であるから
です。われわれはテレビ・ラジオで報道されるニ
ュース内容，活字になった記事内容を正確である
と考える傾向にあるものの，その中には「偽りの
ニュース」が含まれていることが明らかにされて
います。これは，特定の情報だけを信じると，政
治・経済・社会の動きを誤解する可能性が高いと
いうことを意味します。したがって，政治・経済・
社会の動きを正しく判断するためにも，多面的で
総合的な分析が必要ということになります。
　皆さんは明日の授業から，政治とは何か，政治
学とは何か，政治現象をどのように分析したらい
いのかを勉強します。一所懸命に頭を使うと，2
年の秋学期の頃には，政治現象を見る眼が養われ，
それらの何が問題なのかが分かってきます。こう
すると，政治学は面白くなります。さらに，文献
を読んで知識を増やし，分析や視野を拡大するこ
とができると，政治学はますます面白くなります。
皆さんも，なぜこのような政治現象が起こったの
か，どのようにしたら問題が解決されるのかとい
う疑問をもち，明日からの授業に取り組んでくだ
さい。ご清聴ありがとうございました。
［新入生への推薦図書］
　アメリカ現代政治を理解するために，次の図書を推薦
します。
会田弘継『破綻するアメリカ』岩波現代全書 110，2017 年。
ウィリアムズ，ジョーン．G．『アメリカを動かす「ホ
ワイト・ワーキング・クラス」という人々：世界に吹
き荒れるポピュリズムを支える“真・中間層”の実体』
（山田美明・井上大剛訳）集英社，2017 年。
吉野孝・前島和弘編著『2008 年アメリカ大統領選挙：
オバマの当選は何を意味するのか』東信堂，2009 年。
吉野・前島編著『オバマ政権はアメリカをどのように変
えたのか：支持連合・政策成果・中間選挙』東信堂，
2010 年。
吉野・前島編著『オバマ政権と過渡期の米国社会：選挙，
政党，制度，メディア，対外援助』東信堂，2012 年。
吉野・前島編著『オバマ後のアメリカ政治：2012 年大統
領選挙と分断されたアメリカの行方』東信堂，2014 年。
